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秋田県および日本の次世代をにな
う高い識見をもった人材の育成

4校園の連携による地域教育界の
ニーズにこたえる先導的な取組み

インクルーシブ教育システムの構
築と多様性を尊重する心の育成

秋田県の教育を支える教員の養成
及び充実した研修

ビジョン1

ビジョン2

ビジョン3

ビジョン4

＜1＞次世代をになう人材育成のための教育課程の編成・実
施
（幼）幼児の主体的な生活や遊びを保証する教育環境の整備
（小・中）大学と連携した理数教育，国際理解教育，ICT教育の推進

（特）個別の支援計画「私の応援計画」を活用し個々の教育ニーズに応じ
た教育の充実。

アクション・プラン

＜2＞アクティブ・ラーニングを通じた問題解決能力，人間関
係形成力の育成

＜3＞インクルーシブ教育，アクティブ・ラーニング，校種間連
携などの先導的な研究活動

＜4＞秋田県および市町村教育委員会との連携関係の強化

＜6＞インクルーシブ教育システム構築のための基礎的環境

整備および合理的配慮の充実。特に個別の相談体制および
専門的支援体制の整備

＜9＞安全で快適な保戸野キャンパスの整備と機能強化，特
に幼稚園園舎の改築による幼児教育機能の強化

＜10＞コモンスペースの設置による保戸野キャンパスの機能
強化

＜5＞ユニバーサル・デザインの視点からの授業改善，および
多様性を尊重し，他を思いやる心の教育の推進

＜7＞大学との連携による社会に開かれた教育課程の編成・
実施および実践的授業研究の推進

＜8＞学部生の教育実習の充実や教職大学院生の実践力の
育成



関連資料

附属学校の存在意義の明確化
①「国の拠点校」大学・学部の持つ人的資源を活用しつつ，公立学校で実施するものとは異なる先導的・実験的な取組を中長期的視点から実施
する。

②「地域のモデル校」地域の教育界との連携協力の下に，地域の教育の「モデル校」として，地域の教員の資質・能力の向上，教育活動の推進に
寄与する。
文部科学省「国立大学附属学校の新たな活用方策等について」（2009）より

秋田大学教育文化学部附属学校規程
第2条 教育文化学部附属学校は，附属学校教育の一貫性に立って，次の各号の任務を果たすことを目的とする。
(1) 学校教育法(昭和22年法律第26号)に規定する保育及び教育を実施すること。
[学校教育法(昭和22年法律第26号)]
(2) 教育文化学部の行う幼児の保育並びに児童及び生徒の教育に関する研究に協力し，研究の実証に当たること。
(3) 教育文化学部の計画に従い，学生の教育実習の実施及び指導に当たること。
(4) 地方教育に協力すること。

国立大学法人秋田大学の中期目標
【18】地域が抱える教育課題の解決に向けて中心的な役割を果たすとともに，大学・学部と連携した運営を行う。また，教職大学院のカリキュラム
開発や地域の教育委員会と連携した現職教員研修の充実に取り組む。

国立大学法人秋田大学の中期計画
【45】①授業改善，特別支援，校種間連携など学校現場が抱える教育課題について，学部・研究科（教職大学院）と共同で研究活動を行い，その

成果を公開研究協議会のほか，オープン研修会・研究会，相談活動等を通じて，地域との交流・協議，地域への貢献に活用する。また，アクティ
ブ・ラーニング等の実践に関する研究活動も共同で行い，その成果を学士課程及び専門職学位課程（教職大学院）のカリキュラムへ反映させる。
【46】②学部・研究科（教職大学院）と共同して教育や研究並びに運営等の改善に取り組むため，共同のＦＤを年１回開催するとともに，共同の授
業を年10科目以上，共同の研究を年５件以上，附属学校運営会議を年２回以上，全学運営協議会を年１回以上行う。
【47】③地域における指導的・モデル的な学校となるように，多様な子供たちを受け入れるとともに，秋田県及び秋田市教育委員会が参加する地

域連携協議会を年１回以上開催して，地域と連携した教育や研究に取り組み，地域の教育課題の解決に貢献する。また，外部評価を６年ごとに
実施し，そこで得られた結果を検証のうえ，改善につなげる。
【48】④学部・研究科（教職大学院）と連携し，学士課程及び専門職学位課程（教職大学院）の教員養成プログラムを平成31年度までに開発してカ

リキュラムに反映させ，その検証及び改善を行うとともに，秋田県教育委員会と連携して，現職教員の指導力向上に資する研修プログラムを平成
33年度までに開発し，導入する。


